
〔研究ノート〕

メフメト 2世時代初期の宰相たち

今 澤 浩 二

はじめに

以前，オスマン朝初期における宰相制の展開について考察を行なった。

草創期においてはウレマー階層の人間 1人が宰相となり，行政・軍事等，

国家全般の運営を担ったが，その後しだいに複数化し，第 2・第 3宰相と

なった軍人が軍事面を担当するようになった。ムラト 2世時代には宮廷奴

隷が宰相となり，ウレマー階層の宰相との権力抗争も激しくなった［今澤

2013］。

メフメト 2世時代にはついに宮廷奴隷が大宰相に就くことになり，オス

マン朝の宰相制は新たな局面に入った。本稿ではこの時期の宰相制の展開

を跡づけるために，まずムラト 2世時代からメフメト 2世時代初期にかけ

て宰相職を務めた人物を中心に検討を行なう。

1．チャンダルル・ハリル・パシャ

この人物が属すチャンダルル家は，草創期から宰相として歴代スルタン

を補佐してきたウレマー家系である。ムラト 2世時代の1429年，大宰相で

あった父イブラヒムの死後，ハリルはカザスケルから第 3宰相となり，
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1439年以降は一貫して大宰相位を保持した［今澤 2013：74�75］。

1451年 2 月 3 日，ムラト 2世がエディルネで病没するとハリルは，アナ

トリア西部マニサ地方の太守であった皇子メフメトに使者を送り，急ぎ

出立するよう知らせた［Doukas : 187 ; Kemal : 5］。カルココンディラスに

よると，エディルネではムラトの死を知ったイェニチェリが暴動を起こ

そうとしていたが，ハリルが他のカプクル軍を率いて鎮圧したという

［Chalkokondyles : 161］。

2月18日，メフメトはエディルネに到着し，メフメト 2世（位1444～

1446, 1451～1481）として 2 度目の即位を果たした。その際ハリルが引き

続き大宰相の地位にとどまったことは諸史料が一致して伝えるところであ

る。ケマルパシャザーデは次のように記す。

「〔メフメト 2世が即位した際〕聡明で賢明な 3人の宰相を得た。ハリ

ル・パシャ，サルジャ・パシャ，イスハク・パシャである。イスハ

ク・パシャを，父（ムラト 2世）の棺とともにブルサに送り，代わり

に自身のアタ・ベイであったシェハーベッディン・パシャを宰相にし

た。カラマン侯の反乱を鎮めることができなかったため，アナドル・

ベイレルベイのオズグル・オール・イーサー・ベイを解任し，イス

ハク・パシャを彼の代わりにその地域のエミールたちの長にした」

［Kemal : 19］

同時期に成立した『八天国』でも，ハリル，サルジャ，イスハクが宰相

になったと記される1）。オルチは，

「スルタン・ムラトの息子スルタン・メフメトが，855年ムハッレム月

16日（1451年 2 月18日）木曜日，エディルネで即位した。宰相はハ

リル・パシャ，サルジャ・パシャ，ハードゥム・シェハーベッディ

ン・パシャ，イスハク・パシャであった。イスハク・パシャはその後，

解任され，アナドル・ベイレルベイとなった。オズグル・オール・
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イーサー・ベイは解任された。ルメリ・ベイレルベイはカラジャ・ベ

イという者がなった」［Oruç-P : 53a ; Oruç : 64］2）

と記しており，これはケマルパシャザーデの記述と合致するように思われ

る。なぜならオルチの記述は，ケマルパシャザーデが記すようにイスハク

が解任されてその後任にシェハーベッディンが任じられたことをひとまと

めにしたものと考えられるからである。

つまり，メフメト 2世が即位した時点で，大宰相チャンダルル・ハリル，

第 2宰相サルジャ，第 3宰相イスハクというように，即位当初は前代君主

の宰相たちを継承することになった。これは，それまでのオスマン朝の慣

習に従った順当なものであった。ただし，イスハクはその後まもなくブル

サに送られたのちアナドル・ベイレルベイに任命され，代わって，皇子時

代からの側近であるシェハーベッディンを宰相に取り立てることになっ

た3）。

同年春，メフメト 2世は，反乱を起こしたカラマン侯に対し進軍した。

この遠征にはハリルも同行し，山中に逃げ込んだカラマン侯と交渉して降

伏させることに成功した［Chalkokondyles : 163］。

この遠征中，ビザンツの使者がオスマン軍営にやって来て，コンスタン

ティノープルに匿っている王位主張者オルハン・チェレビ（第 4代スルタ

ン，バヤズィト 1世の息子エミール・スレイマンの孫とされる）の監視料

を倍増することを要求し，さもなくばオルハンを解放すると威嚇した。ム

ラト 2世時代以来，ビザンツとの友好関係維持に腐心してきたハリルは，

まるで逆効果な要求を行なうビザンツの無神経さに怒り，使者を叱責した

［Doukas : 192�194］。

同年秋，メフメトはヴェネツィアとの条約を更新し，ハンガリーとは 3

年間の休戦協定を締結したが［Doukas : 192］，イナルジクによるとこれら
･ ･

の条約を結んだのはハリル・パシャであった［Inalcık 1957 : 510 ; Inalcık
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2003 : 397］。外交交渉は大宰相の重要な任務の一つであり，ハリルはムラ

ト 2世時代から引き続き西方と融和的な外交政策を採ったと考えられる。

なおスフランツェスによると，ハンガリーとの条約交渉に入る前，スルタ

ンの使者がセルビア公ジュラジ・ブランコヴィチを訪れ，仲介役を要請し

た。その際，御前会議の構成員の一部からブランコヴィチに対し，ハンガ

リーとの条約が締結されるとスルタンはコンスタンティノープルに進軍す

るつもりであるから，条約締結を遅らせるよう伝えられたという［Sphran-

tzes : 71］。この御前会議の構成員というのは，おそらく，コンスタンティ

ノープル包囲に反対していたハリルの一派であろう。

果たして翌1452年春になると，メフメト 2世は包囲の準備を開始する。

その重要な一つが，ボスポラス海峡を封鎖するためのルメリ・ヒサル建設

であった。メフメトは宰相たちに塔の建設を命じ，ハリルは海峡に面する

塔の建設をまかされた［Doukas : 196 ; Oxford Anonymous : 448］4）。また，

ハリルはウルバン砲の鋳造を監督し，コンスタンティノープル内部の情報

収集も命じられたといわれる［Uzunçarşılı 1974 : 71］。

エディルネで開かれた御前会議では，ハリルがコンスタンティノープル

の城壁の堅固さを理由に包囲に反対したが，ザガノスをはじめ多くの者が
･ ･

賛成にまわり，大勢は決した［Inalcık 1954 : 125�127 ; Inalcık 1957 : 510 ;
･

Uzunçarşılı 1974 : 72 ; Inalcık 2003 : 397］。おそらくこれを受けてハリルは

1453年 2 月，ビザンツ皇帝コンスタンティヌス11世（位 1449～1453）に

使者を送り，スルタンがコンスタンティノープル攻撃を決意したことを知

らせた［Phillipides & Hanak 2011 : 573］。オスマン朝史料によると，ハリ

･
ルと親交を持っていたビザンツ皇帝が宰相ルーカス公（Kir Lūka ; 大公

ルーカス・ノタラス Loukas Notaras）をハリルに派遣し5），魚の腹に金貨

を忍ばせて賄賂を贈ったという。そのためハリルはメフメトに攻撃を思い

とどまらせようと，さまざまな手段を用いたが無駄であった［Âşık-G : 131�
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132 ; Âşık-Ö : 226b�227a ; Oxford Anonymous : 448 ; Neşrî-Mz : 180 ; Neşrî-A :

688 ; Kemal : 88�90］。ビザンツ史料においてもハリルは「異教徒の仲間

（gâvur ortağı）」と呼ばれ，ビザンツの友として多くの賄賂を受け取って

いたことが記されている［Doukas : 193, 202 ; Philippides & Hanak 2011 :

484, n. 37］。

同年春，メフメトはコンスタンティノープル包囲のため，宰相たちに軍

隊の召集を命じた。即座に使者がバルカンとアナトリアに派遣され，すべ

ての軍隊がエディルネに集結した［Oxford Anonymous : 448］。かくして

4月 6日，コンスタンティノープル包囲が開始された。オスマン軍の本隊

はテオドシウスの大城壁の前に布陣したが，ハリルもメフメトとともにオ

スマン軍の本営についた［Kritovoulos : 42］。しかしビザンツ史料による

と，包囲開始後まもなく，オスマン軍の大砲が破裂し，攻撃がままならな

かった。このためスルタンはもっと大きな大砲の鋳造を命じたが，決して

完成することはなかった。そこにはビザンツの友人であるハリルの差配が

あったとされる［Leonard : 16 ; Phillipides & Hanak 2011 : 484, n. 37］。

4月20日，食料を積んだジェノヴァ船とビザンツ船がエーゲ海からコン

スタンティノープル救援に至った。メフメトはこれらの船が金角湾に入る

のを阻止するようオスマン海軍に命じたが，最終的には入港を許すことに

なった。この事件を受けてオスマン軍内で軍事会議が開かれた。ハリルが

包囲中止を要求し，また多くの者がそれに賛同した。しかし，スーフィー

やウレマー，特にメフメトの精神的支柱であるアクシェムセッディン，

モッラー・ギュラーニー，ザガノスらが包囲継続を主張し，けっして和平
･

に同意しなかった［Hasht 2197 : 371b ; Hasht 2198 : 102a ; Inalcık 1954 : 128］。

有名なオスマン艦隊の陸揚げ作戦が決定された 4月22日の軍事会議にお

いても，ハリル率いる和平派とザガノスらの主戦派が対立した［Babinger

1978 : 88 ; Uzunçarşılı 1974 : 74］。
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終盤，なかなか大城壁を突破できないオスマン軍に対し，イタリアから

多くの艦隊が送られ，またフニャディ・ヤーノシュはハンガリー軍を率い

てドナウ川に接近しているとの情報がもたらされ，オスマン軍内が浮き足

立つことになった。 5月25日，軍事会議が開かれ［Phillipides & Hanak

2011 : 577］，そこでハリルはコンスタンティノープル包囲の中止を訴えた

が，第 2宰相のザガノスは作戦の継続を主張した。これに第 3宰相の宦官

長（シェハーベッディン）や主だった軍人たちが同調したため，スルタン

は包囲の継続を決定した。ハリルは密かにビザンツ皇帝に使者を送り，そ

の状況を伝えた［Leonard : 31�33 ; Tedaldi-M : 5�6 ; Tedaldi-P : 169�179 ;

Sphrantzes : 117 ; Phillipides & Hanak 2011 : 517（n. 134）, 577］。かくして29

日早暁，総攻撃が敢行され，ついにコンスタンティノープルは陥落した。

コンスタンティノープル征服の翌日，ハリルはメフメト 2世によって捕

らえられ，投獄された。財産もすべて没収された。1446年にメフメトがハ

リルの画策で王位を追われたこと，コンスタンティノープル包囲ではハリ

ルが敵と通じ，たえず反対し続けたことなどがその理由として挙げられる。

ビザンツ史料によると，捕虜となったルーカス・ノタラスによって，ハリ

ルがギリシア人にきわめて友好的で，しばしば皇帝に書簡を送って，メフ

メトと和平せず抵抗するよう勧めたことが暴露された［Leonard : 39�40 ;

Phillipides & Hanak 2011 : 602］6）。その後まもなくハリルはエディルネま

たはコンスタンティノープルで処刑された［Leonard : 40 ; Oruç : 66�67,

124 ; Oruç-P : 55a, 80a ; Oruç-M: 54a ; Kemal : 88�90］7）。

2．サルジャ・パシャ

この人物は宮廷奴隷で，ギリシア人であったとされる。ムラト 2世時代

に第 2宰相にまで昇進し，一時はルメリ・ベイレルベイも兼任した。セル

ビアやビザンツなどバルカン諸国との外交も担当し，チャンダルル・ハリ
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ルと同様，融和的な外交政策を進めた［今澤 2013 : 72�74］。

上述のように1451年 2 月，メフメト 2世が即位した際，サルジャは第 2

宰相に就任した。同年春，メフメトがカラマンに遠征した際には，自身に

「好意的であった」サルジャをエディルネに残し［Chalkokondyles : 163］，

西方の監督を任せたというから［Wittek 1951 : 330］8），メフメトとの関係

は良好であったようだ。

1452年春，ルメリ・ヒサルの建設が開始されると，サルジャは北側の塔

の建設を命じられた［Doukas : 196�197 ; Bostan 2009 : 169�170］。ドゥー

カスは，塔の建設を命じられた宰相をハリル，ザガノス，サルジャの順に

挙げていることから，この時点でサルジャは第 3宰相に降格されていたと

も考えられるが，ケマルパシャザーデは，ルメリ・ヒサルの塔の建設をハ

リル，サルジャ，シェハーベッディン，ザガノスの 4人の宰相に命じたと

記しており［Kemal : 34］，この記載順に従うならサルジャはなお第 2宰相

であった9）。

しかしながら，コンスタンティノープル包囲中，城内にいた大司教キオ

スのレオナルドがのちに教皇に宛てた書簡によると，1453年 5 月25日に行

なわれた軍事会議の時，大宰相はハリル，第 2宰相はザガノス，第 3宰相

は宦官長（シェハーベッディン）であったから［Leonard : 31�33］，サル

ジャはそれ以前に第 4宰相になっていたと考えられる。ケマルパシャザー

デによるとルメリ・ヒサル建設時にサルジャは第 2宰相であったから，そ

れ以降（1452年後半または1453年初）にザガノスが第 2宰相となり，それ

と交替してサルジャが第 4宰相に降格されたと考えられる。サルジャはム

ラト 2世時代，ビザンツ皇帝ヨハネス 8世（位1425～1448）から，ムラト

との仲介を要請する書簡を受け取っており，ビザンツと友好関係を持って

いた［今澤 2013 : 73］。したがってサルジャはコンスタンティノープル包

囲に表だって反対しないまでも，積極的に支持していたわけではないと思
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われる。このためにザガノスと交替させられたのかもしれない。

サーデッディンによると，コンスタンティノープル包囲の前年，サル

ジャがエディルネで大砲の鋳造に従事したという［Sadeddin : 419 ; Bostan

2009 : 170］10）。

コンスタンティノープル包囲中，サルジャは大宰相ハリルとともに本営

に位置した［Kritovoulos : 42 ; Runciman 1969 : 128］11）。また， 5月29日の

最後の総攻撃においてオスマン軍は 3つの軍団に分けられ，その一つをサ

ルジャが指揮したとするビザンツ史料も存在する［cf. Philippides & Hanak

2011 : 519�520］。

1453年，コンスタンティノープル征服後まもなく，サルジャはハリルや

シェハーベッディンとともに宰相から解任されたと推測されているが

［Gökbilgin 1952 : 248 ; Babinger & Dölger 1952 : 27 ; Bostan 2009 : 170］，

オルチのマニサ写本によると，1454年の第 1次セルビア遠征後にサルジャ

が解任され，後任としてマフムート・パシャが任命されたことになってい

る［Oruç-M: 63b］。ネシュリーやケマルパシャザーデは，サルジャに言

及することなく，第 1次セルビア遠征後にマフムート・パシャが宰相に任

じられたことを記しており［Neşrî-Mz : 183; Neşrî-A : 716 ; Kemal : 114 ;

Stavrides 2001 : 115］，オルチの記述はこれを補完するものである。した

がってサルジャは1454年の第 1次セルビア遠征後に解任されたと考えて良

いであろう。

ほぼ同時期の858年ジュマーダーⅠ月（1454年 4 月29日～ 5月28日），サ

ルジャはガリポリの建築物に関するワクフを設定しており［Balta 1995 :

149］，その後まもなく同地で没したと考えられている。ガリポリにサル

ジャの廟が現存しているが，没年を示す碑文等は残されていない［Ayverdi

1972 : 486�487 ; Ülkü 2004］。

人間文化研究 第14号

― ―278



3．イスハク・パシャ（イスハク・ブン・アブドゥッラー）

（1）ムラト 2世時代

この人物はムラト 2世時代に宰相となったが，前稿では紙幅の関係で割

愛したため，ムラト 2世時代から叙述を行ないたい。

イスハク・パシャは，メフメト 2世の父ムラト 2世時代の845年シャー

バーン月上旬（1441年12月15日～12月24日）付の文書（temliknâme）の

･ ･ ･
証人として，“Ishāq Beg b. ‘Abd Allāh al-khāzin hadrat Khudāwandgār” と

署名している人物と同一視されており［Schwarz 1981 : 54 ; Uzunçarşılı 1948

: 325, n. 1 ; Gazavat : 93, n. 14］，宮廷で財宝を管理する奴隷であったと考

えられる。一説ではギリシア人とされる［Babinger & Dölger 1952 : 26, n.

2］。

オスマン朝年代記の一部は，1444年，ムラトが王位を皇子メフメトに

譲った際，シャラブダール・ハムザ・ベイとイスハク・パシャをともなっ

てマニサに隠遁したことを記しており［Oxford Anonymous : 441 ; Neşrî-

Mz : 172 ; Hasht 2199 : 348b ; Hasht 2197 : 302b］，現在でもこれが受け入れ
･

られているが［cf. Inalcık 1954 : 79 ; Babinger 1978 : 41］，その一方で，イ

スハクがその後もエディルネにとどまったことを示す史料記述も存在する。

たとえば，オルチのパリ写本では，1446年春にエディルネで起こったイェ

ニチェリの反乱後，宰相はハリル・パシャ，サルジャ・パシャ，イスハ

ク・パシャ，ルメリ・ベイレルベイはカラジャ・ベイと記されている

［Oruç-P : 48a］12）。さらに，イスハクがムラトとともにマニサに隠遁したこ

とを記すオックスフォード年代記写本やネシュリーも，1446年にムラトが

復位する以前，ハリル・パシャとイスハク・パシャ（ベイ）がメフメトに

対し王位をムラトに譲るよう説得したと記している［Oxford Anonymous :

443 ; Neşrî-Mz : 173�174］。これもまた，ムラトが復位する以前からイスハ
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クがエディルネにとどまっていたことを示唆するように思われる。おそら

くは，ムラトがヴァルナで十字軍を破ってエディルネに帰還した際，イス

ハクをメフメトの宰相につけたのではなかろうか。

いずれにせよ，ムラト復位後イスハクが第 3宰相になったことは，1446

年 9 月に作成されたムラトの遺言書に，ハリル，サルジャ，イスハクの順
･ ･

で署名があることから確実である［Inalcık 1954 : 102�103 ; Inalcık 1960b :

613］。オルチによれば，1448年コソヴォの戦い直前でも，この 3人が宰相

であり［Oruç : 60, 121�122 ; Oruç-P : 49a］，ムラト 2世が没するまで宰相

に異同は見られなかった。

（2）メフメト 2世時代

1451年メフメトが再位した際には，上述のように大宰相ハリル，第 2宰

相サルジャ，そしてイスハクは第 3宰相となったが，まもなくムラト 2世

の遺体を埋葬するためブルサに送られ，代わってシェハーベッディンが第

3宰相となった［Kemal : 19 ; Hasht 2198 : 77b ; Hasht 2197 : 362b; Oruç : 64,

123 ; Oruç-P : 53a］。

ドゥーカスによると，メフメト 2世は即位に際して幼弟アフメトを処刑

し，その母親（イスフェンディヤル侯イブラヒム・ベイの娘ハディージェ）

を父ムラトの奴隷イスハクと結婚させた［Doukas : 190］。カルココンディ

ラスはこのイスハクがアナドル・ベイレルベイに任命されたというから

［Chalkokondyles : 161�163 ; Jorga 1909 : 4�5］，今取り上げているイスハ

ク・パシャと同一人物となろう。

同年春，カラマン侯が反乱を起こすと，アナドル・ベイレルベイのオズ

グル・オール・イーサー・ベイが解任され，後任にはイスハク・パシャが

つけられた［Kemal : 21�22 ; Oxford Anonymous : 447 ; Hasht 2198 : 94a�

94b ; Neşrî-Mz : 178�179］。その後，メフメトがカラマン遠征を行ない，前
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述のように大宰相ハリルの仲裁もあって和平が成立した。

ただしエンヴェリーは，1451年のカラマン遠征後にイスハクがアナド

ル・ベイレルベイとなり，カラマン侯と共謀したアイドゥン侯とメンテ

シェ侯を領地から追放したことを記している［Enverî : 48］13）。これにもと

づいて，イスハクがアナドル・ベイレルベイに任命された時期はカラマン

遠征後という指摘もある［Imber 1990 : 146］。実際，オスマン朝諸年代記

ではカラマン遠征におけるイスハクの行動にはいっさい言及されず，メフ

メト自らがアナトリア軍を率いたことが記されている。また文書史料でも

1451年 8 月 5 日の時点でなおオズグル・オールがアナドル・ベイレルベイ

であったことが確認されるから［Ak & Başar 2003 : 22, n. 36］，オズグル・

オールが解任され，イスハクが後任のアナドル・ベイレルベイになったの

はカラマン遠征後であったと考えられる。

カラマン遠征後，カラマンと共謀したゲルミヤン，アイドゥン，メンテ

シェ地方の騒乱をおさめたイスハクは，アナドル・ベイレルベイの拠点を

アンカラから，ゲルミヤン地方の中心都市キュタヒヤに移し，同地にとど

まった［Oxford Anonymous : 447 ; Kemal : 21�22 ; Hasht 2198 : 95b ; Hasht

2197 : 367b ; Sadeddin : 416］。

1452年春，ルメリ・ヒサルの建設が始められると，アナドル・ベイレル

ベイのイスハクも建設に関わったという［Oruç-P : 53a�53b ; Oruç-M: 52b］。

1453年春，コンスタンティノープル包囲が開始されると，イスハクはの

ちの大宰相マフムート・パシャも配下にともなって，大城壁中央部のレギ

オン門から黄金門，マルマラ海までの地域にアナトリア軍を展開した

［Kritovoulos : 41�42 ; Tursun : 40a ; Kemal : 50 ; Stavrides 2001 : 112 ; Phil-

lipides & Hanak 2011 : 119, n. 103］。

5月29日の総攻撃においてイスハクとマフムートは，射手と砲兵の援護

射撃を受けて濠を越え，レギオン門の南の第 3軍門あたりの城壁をよじ登
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る任務を課せられた。これは総攻撃において最も重要で，かつ最も危険な

任務であった［Kritovoulos : 65 ; Stavrides 2001 : 112 ; Runciman 1969 : 128］14）。

この総攻撃においてイスハクはビザンツの守備隊に撃退され，メフメト 2

世はこれに憤慨したとされるが，メフメトがアナトリア軍に期待したのは，

敵軍の戦力を消耗させることにあったという［Runciman 1969 : 136�137］。

1454年春から行なわれた第 1次セルビア遠征では，イスハクはやはりア

ナドル・ベイレルベイとして参加し，メフメトによってシヴリジェ・ヒサ

ルの攻略を命じられている［Kemal : 111�112］15）。

1456年 7 月，アナドル・ベイレルベイのイスハクはベオグラード包囲に

参加した。ケマルパシャザーデによると，メフメトは宰相マフムート・パ

シャに，ウスキュブで鋳造された大砲をベオグラードまで引かせ，イスハ

クを彼に同行させた［Kemal : 120�121］。総攻撃においてイスハクはアナ

トリア軍を率いて奮戦したが［Oxford Anonymous : 451�452］，フニャディ

の反撃にあって戦局は不利となり，ルメリ・ベイレルベイのダユ・カラ

ジャとイェニチェリ軍団長ハサン・アアが戦死し，メフメト自身も負傷し

て，最終的には撤退することになった16）。

オルチによると，ベオグラード包囲後，ルメリ・ベイレルベイ職は宰相

マフムートが兼任したが，アナドル・ベイレルベイはなおイスハクであっ

た［Oruç : 72, 124 ; Oruç-P : 80b�81a ; Oruç-M: 64b］17）。しかし1458年にな

るとアナドル・ベイレルベイはシャラブダール・ハムザ・ベイに代わって

いるので，この時までにイスハクは解任されていたことになる［Oruç : 72 ;

Oruç-P : 81a ; Oruç-M: 65a］。

メフメト 2世時代末期に大宰相となるカラマニー・メフメト・パシャが，

･
その前職のニシャンジュであった時期に署名（Muhammad b. ‘Ārif al-maw-

law ı̄ al-tawqı̄ ‘ ı̄）を行なったワクフ文書がある。その証人の筆頭として宰

･
相のイスハク・ブン・アブドゥッラー（Ishāq b. ‘Abdullāh al-waz ı̄r）が署
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名している［Ayverdi 1968 : 19�20］。この宰相が今取り上げているイスハ

クと同一人物であるなら，アナドル・ベイレルベイ職のあと，再び宰相に

任じられたことになる。残念ながら，このワクフ文書の作成年は欠落して

いるので，このイスハクが宰相となった時期は明らかでない。ただしメフ

メト・パシャがニシャンジュとなったのは早くとも1465年以降のことであ

り18），さらにメフメト・パシャがニシャンジュから第 2宰相に昇進したの

は，トプカプ宮殿博物館文書局所蔵の一文書から，1476年秋であることが

確認されるので［Uzunçarşılı 1963 : 39, 44 ; Reindl 1983 : 280］，この間の時

期においてイスハクが宰相職に就いていたことになろう。宰相から解任さ

れた年や没年は知られていない。

4．シェハーベッディン・シャーヒン・パシャ

イナルジクによると，この人物はムラト 1世時代（1362～1389）に現れ
･

るアルバニア人改宗者であるが［Inalcık 1958 : 653］，一方，ムラト 2世時

代のシェハーベッディンは諸年代記で時折「ハードゥム（宦官）」として

言及されているので，別人の可能性もある。

シェハーベッディンはムラト 2世時代に宰相となり，とくにメフメト 2

世の第 1治世（1444～1446年）には第 2宰相兼ルメリ・ベイレルベイとし

て大きな権力を振るったが，1446年春，大宰相ハリルの策謀でイェニチェ

リが反乱を起こしたあと，失脚した［今澤 2013：75�76］。同年秋，ムラ

ト 2世がエディルネで復位すると，シェハーベッディンは皇子メフメトと
･

ともにマニサに送られたと考えられている［Inalcık 1960b : 610］。実際，

ケマルパシャザーデは，1451年，皇子メフメトが父ムラトの死を知ると，

アタ・ベイであったシェハーベッディンとともにマニサを出発し，ガリポ
･

リを経てエディルネに到着したことを記している［Kemal : 2 ; Inalcık 1954 :

103, 110］。
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上述のように，1451年 2 月メフメトが即位した際，大宰相ハリル，第 2

宰相サルジャ，第 3宰相イスハクであったが，その後まもなくイスハクは

ブルサに送られ，後任としてシェハーベッディンが第 3宰相となった［Ke-

mal : 19］19）。ハリル，サルジャ，イスハクはムラト 2世時代からの宰相で

あったので，若いメフメトとしては，自分の腹心を宰相にするため，イス

ハクを遠ざけたものと思われる。

同年春，メフメトがカラマン遠征を行ない，カラマン侯と和平を結んだ

あと，ブルサ近くまでもどると，イェニチェリがメフメトに褒賞を求めて，

行く手を阻んだ。トゥラハン・ベイと「ハードゥム・シェハーベッディ

ン・パシャ」がメフメトにこれを伝えて，すべての者を滅ぶすべきと進言

したというから［Oxford Anonymous : 447 ; Neşrî-Mz : 179］，シェハーベッ

ディンはカラマン遠征にも同行していたと考えられる20）。

ケマルパシャザーデは，1452年春のルメリ・ヒサル建設に際して， 4人

の宰相を，ハリル，サルジャ，シェハーベッディン，ザガノスの順に記し

ているから［Kemal : 30］21），この時点でもシェハーベッディンは第 3宰相

であったことが確認される。

コンスタンティノープル包囲におけるシェハーベッディンの行動はほと

んど不明である。どの軍営にいて，コンスタンティノープルのどの区域を

攻撃したのか，オスマン朝およびビザンツの諸史料はまったく沈黙してい

る。唯一，大司教キオスのレオナルドがのちに教皇に送った書簡には， 5

月25日の御前会議において大宰相ハリルが和平を主張するのに対して，第

2宰相のザガノスと第 3宰相の「宦官長」が包囲継続を主張したことが記

されている［Leonard : 31�33］。この宦官長とはおそらくシェハーベッディ

ンのことであろう。それ以外にシェハーベッディンの行動を示唆する史料

は見当たらないから，コンスタンティノープル包囲戦において，格段の働

きを見せたわけではなさそうである。
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その後まもなくシェハーベッディンは宰相位から解任され22），フィリベ
･

に隠退し，その地で没した［Babinger & Dölger 1952 : 27 ; Inalcık 1954 :

135］23）。

5．ザガノス・パシャ

（1）ムラト 2世時代

この人物についてもムラト 2世時代から検討する。諸史料によると，ザ

ガノスはアルバニア人の改宗者とされる［Tedaldi-M: 4, 5 ; Tedaldi-P : 161 ;
･

Jorga 1909 : 5 ; Inalcık 1954 : 86 ; Stavrides 2001 : 63; Emecen 2013 : 72］24）。

通説ではデウシルメ出身となっているが［Savvides 2002 : 384 ; Emecen

2013 : 72］，確証はない。

ムラト 2世の宮廷で財宝の管理責任者（hazînedâr-başı）を務めたあと，

843年ズィルカデ月上旬（1440年 4 月 1 ～10日）にアルバニアのサンジャ
･

ク・ベイとなった［Inalcık 1954 : 86］。アルバニア・サンジャクのティマー

ル授与台帳によると，1442年初までにアルバニアのサンジャク・ベイはハ

ムザ・ベイという人物に交替していた［Arvanid Sancak Defteri : 23, fol.

24a］。

その後，ザガノスがどのような職に就いたかは不明である。次にザガノ

スが史料に現われるのは，1444年，ムラトが王位を皇子メフメトに譲った

際である。ドゥーカスは，メフメト 2世の宰相としてハリル，サルジャ，

そしてザガノスを挙げる［Doukas : 184］。また，1444年ないし1445年に作
･

成された台帳でもザガノスは宰相として言及される［Paşa Livâsı Icmâl

Defteri, XX�XXI, 73, 359］。しかしながらメフメトの第 1治世の宰相はハ

リル，シェハーベッディン，サルジャであったから［今澤 2013：74］，ザ

ガノスは第 4宰相ということになろう。

それにしても，数年前までアルバニアのサンジャク・ベイにすぎなかっ
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たザガノスが，なぜ宰相に抜擢されたのであろうか。時期は不明であるが，

ムラト 2世は娘ファトゥマ・ハトゥンをザガノスと結婚させており

［Babinger 1978 : 173 ; Emecen 2013 : 72］，有望視していたことが分かる。

メフメトは即位する前年の1443年春，マニサの太守に任命されているが，

その際， 2人のララ，カッサーブザーデ・マフムートおよびニシャン

ジュ・イブラヒムがつけられた［Gazavat : 1b�2a］。このときザガノスも

父ムラトより与えられ，メフメトの側近として仕えるようになっていたの

ではなかろうか。

このあとザガノスはシェハーベッディンとともに若いメフメトを支持し，

それを通じて自己の権力拡大を図った。西方との宥和政策を採る大宰相ハ
･

リルとことごとく対立し，ハリルの最大の政敵となっていった［Inalcık

1954 : 86 ; Emecen 2013 : 72］。1444年，メフメトが即位してまもなく，ハ

ンガリーを中心とした十字軍がドナウ川を渡ってオスマン領内に進軍して

きた。これを知ったエディルネ政府は，アナトリアで隠退していたムラト

を急いで呼び寄せることになった。こうして十字軍に対して進発する際に

も，ムラトとメフメトのどちらが司令官となってオスマン軍を率いるかに

ついて意見が対立した。大宰相ハリルはムラトが司令官になるべきと主張

し，それに対してザガノスやシェハーベッディン，イブラヒムらはメフメ

トを推した。しかし結局は大宰相の意見が通り，ムラトが総司令官となっ

て進発し，ヴァルナにおいて十字軍を撃破した。この戦いではメフメト 2

世と大宰相ハリルはエディルネに残されたが［今澤 2013：75］，ザガノス

はこの戦いに従軍したという［Jorga 1908 : 442］。

このあとムラトは，ハリルの説得にもかかわらず復位せず，ふたたびマ

ニサに隠退した。これはハリルと敵対していたザガノスにとって大きな政

治的勝利となった［Emecen 2013 : 72］。しかし1446年，ハリルの画策に

よってムラトが復位すると，ザガノスは失脚した。トゥルスン・ベイは，
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ザガノスがマニサでメフメトのアタ・ベイになったと記すが［Tursun : 28

a�28b］，ケマルパシャザーデによると1451年，メフメトがマニサからエ

ディルネに向かった際にはシェハーベッディンがアタ・ベイとして同行し

たという［Kemal : 2］。トゥルスンもケマルパシャザーデも正しいと考え

るなら，当初はザガノスがララとなり，のちにシェハーベッディンと交代

したのかもしれない25）。

（2）メフメト 2世時代

1451年，メフメトが 2度目の即位を行なった際，宰相は前述のように，

大宰相ハリル，第 2宰相サルジャ，第 3宰相イスハク（まもなくシェハー

ベッディンと交替）であった。イナルジクはザガノスが第 4宰相になった
･ ･

と記すが［Inalcık 1954 : 112 ; Inalcık 1957 : 509］，それを確証する史料は，

管見の限り存在しない26）。しかし1452年，ルメリ・ヒサルの建設に際して，

メフメトは 4人の宰相ハリル，サルジャ，シェハーベッディン，ザガノ

スに各工区を割り当てたから（サルジャ・パシャの項参照），この時まで

にザガノスが第 4宰相になっていたことは確かであろう。ルメリ・ヒサ

ルに残されている856（1452）年付の碑文でも「偉大なる宰相（wazı̄r al-

･ ･
mu‘azzam）ザガノス・パシャ・ブン・アブドゥッラー」となっており［Ay-

verdi 1973 : 661］，当時ザガノスが宰相であったことが確認される。大宰

相ハリルがコンスタンティノープル征服に反対したのに対し，ザガノスは

一貫して征服を主張してメフメトを強力に後押しした。ルメリ・ヒサルの

建設をメフメト 2世に提言したのもザガノスであったといわれる［Phil-

lipides & Hanak 2011 : 399, n. 15］。

1453年 4 月に始められたコンスタンティノープル包囲でザガノスは，金

角湾を挟んだペラ（ガラタ）地区に布陣し，北側の城壁を担当した［Krito-

voulos : 41 ; Chalkokondyles : 163 ; Runciman 1969 : 94 ; Emecen 2013 : 72］。
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コンスタンティノープル包囲中，御前会議が数回開かれ，そのたびにハ

リルが和平を，ザガノスが包囲継続を主張して譲らなかったことは，上述

のとおりである。包囲終盤の 5月25日に開かれた御前会議の様子は，大宰

相ハリルを通じてビザンツ側に伝わり，当時城内にいた人々の手で書き残

されている。その中でとくに，大司教キオスのレオナルドが，コンスタン

ティノープル陥落後の 8月16日に教皇ニコラウス 5世宛てに書かれた書簡

では，この軍事会議においてザガノスは第 2宰相であったと記されており
･

［Leonard : 31�33 ; Inalcık 1960a : 414 ; Imber 1990 : 153］，おそらく，包囲

戦の始まる1453年春までに，サルジャと交替する形で第 4宰相から第 2宰

相に昇進していたと考えられる。

コンスタンティノープル包囲におけるザガノスの活躍は，城内のビザン

ツ側にも伝わっていたようである。当時，城壁の守備についていたテダル

ディによると，ザガノスは大きな権力を有し，包囲戦における有名な作戦

（たとえば，ペラとコンスタンティノープルをつなぐため金角湾に浮き橋

をつくったこと，オスマン艦隊を陸揚げして金角湾に入れたこと，城壁の

下に坑道を掘ったこと，城壁より高い木塔をつくったことなど）はすべて

ザガノスの発案とされている。さらに， 5月29日の総攻撃もザガノスが立

てた計画にもとづくものと記している［Tedaldi-M: 4, 5 ; Tedaldi-P : 143�

145, 161�163, 167�169, 179］。

この総攻撃でザガノスはペラから浮き橋を通ってコンスタンティノープ

ル北側の城壁を攻撃した［Kritovoulos : 65, 68 ; Tedaldi-M: 7 ; Tedaldi-P :

181 ; Barbaro : 66�67］。また，降伏を申し出たペラ地区にも入城して秩序

をただし［Kritovoulos : 76 ; Doukas : 230 ; Chalkokondyles : 203］， 6 月 1

日にはペラ住民の生命・財産の保障と交易の自由を約束する勅令（aman-
･

nâme）にザガノスが署名している［Inalcık 1960a : 414 ; Babinger 1978 :

101�102］。
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コンスタンティノープル征服の翌日，大宰相ハリルは逮捕され，その後

まもなく処刑された。定説では，ハリルに代わって宮廷奴隷のザガノスが
･ ･

大宰相に任命されたと考えられている［Inalcık 1954 : 134�135 ; Inalcık

1960a : 413�415 ; Stavrides 2001 : 63 ; Savvides 2002 : 384 ; Emecen 2013 :

73］27）。それ以降もスルタンの奴隷を多く大宰相に就けることによって，

メフメト 2世は権力を強化したとされる。こうしたことから，この1453年

はオスマン朝宰相制の画期とみなされている［Stavrides 2001 : 66�70 ;
･
Inalcık 2002 : 195 ; Imber 2002 : 162�164］。ただし，この見解には若干の

留保が必要であろう。というのは，当初メフメトはハリルに代えて，ザガ

ノスではなく，自身のホジャであったウレマー階層のモッラー・ギュラー

ニーに宰相就任を要請したとする逸話が残されているからである。しかし

ギュラーニーはそれを拒否して，「宮廷に仕える従僕たちが，御前会議の

･
主宰者の座（sadr-i dı̄vān-i hümāyūn，つまり大宰相職）につくことを切望

し，日夜，誠心誠意仕えている。それにもかかわらず，宰相の地位をそれ

以外の者に与えると，彼らは傷つき，奉仕において弛緩が生じるので，宰

相職を宮廷奴隷に与えるべきである」という趣旨の提言を行なった。これ

を受け入れたメフメトは，その代わりにギュラーニーにカザスケル職を与

えたという［Mecdî : 103�104］。

コンスタンティノープル征服後，大宰相ハリルが解任・処刑された際，

その息子スレイマンもカザスケル職から解任された［Uzunçarşılı 1974 : 95］。

ギュラーニーはチャンダルル・スレイマンの後任としてカザスケルに就任

したので28），メフメトがギュラーニーに宰相（おそらく大宰相）就任を要

請したのも，コンスタンティノープル征服後のことと考えられる［Repp

1986 : 169�170］。この逸話が事実を反映したものなら，メフメトはギュ

ラーニーの意見を容れて宮廷奴隷のザガノスを大宰相に任命したわけであ

るから，メフメトが大宰相に宮廷奴隷をつけて権力を強化したというのは
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自身の意図ではなく，なおウレマー階層の人間を大宰相につけようとして

いたことになる。

オスマン朝諸年代記は，大宰相時代のザガノスについてほとんど言及し

ない。オルチのマニサ写本は，858（1454）年にザガノスがメッカ巡礼を

行なったこと，859（1455）年にセルビアの重要な鉱山都市ノヴォ・ブル

ドを征服したことを記しているが［Oruç-M: 63b�64a］，大宰相であるこ

とには言及がない。唯一ケマルパシャザーデが，1456年のベオグラード遠

･
征においてザガノスを大宰相（vez ı̄r-i a‘zam）として言及する。この遠征

においてザガノスはメフメトの命を受けて，ドナウ河畔でオスマン艦隊を

艤装し，ソフィア・サンジャク・ベイのアフメトを艦隊司令官に任命した。

また，ルメリ・ベイレルベイのダユ・カラジャに陸から艦隊を援護させた

［Kemal : 122�123］。しかし，ベオグラード城砦を包囲していたこの艦隊は

ハンガリー艦隊に撃破され，これが最終的にオスマン軍の退却を招いた

［Babinger 1978 : 140�141］。ザガノスはその責任を取らされて同年，大宰

相から解任され（後任はマフムート・パシャ），バルケシルに追放された
･ ･

と考えられている［Inalcık 1960a : 415 ; Inalcık 1957 : 512 ; Stavrides 2001 :

63�64］29）。

しかしまもなくザガノスは赦されてガリポリ・サンジャク・ベイとなっ

たようである。クリトブロスによると1459年冬，メフメトは，ガリポリ・

サンジャク・ベイで海軍提督のザガノスを40隻の船とともに，エーゲ海諸

島に派遣し，タソス島とサモトラケ島を征服させた［Kritovoulos : 148 ;

Chalkokondyles : 317］。クリトブロスは，その前年の1458年秋，海軍提督

イスマイルによるレスボス島遠征に言及している［Kritovoulos : 138�139］。

その後，1459年冬，メフメトはイスタンブルに来て，兵士や高官の論功行

賞を行なっているから［Kritovoulos : 147�148］，その際に，イスマイルに

代わってザガノスがガリポリ・サンジャク・ベイ（かつ海軍提督）に任命
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されたのかもしれない30）。

ザガノスはガリポリ・サンジャク・ベイの時代に，エーゲ海を荒らし

回っていた海賊を退治して名を揚げ，1460年にはテッサリアとモレアのサ

ンジャク・ベイに任命された［Chalkokondyles : 319］。メフメト 2世の第

2次モレア遠征では，軍を率いてモレア北西部の諸城を征服した。その際

の住民に対する残虐行為のため解任されたが，まもなく再任された

［Chalkokondyles : 329�339 ; Babinger 1978 : 173, 176�177 ; Savvides 2002 :

384 ; Emecen 2013 : 73］。翌61年にはメフメト 2世のトラブゾン遠征にも

参加したとされる［Berki 1960 : 27; Emecen 2013 : 73］。

1463年にはマケドニア地方のサンジャク・ベイに任命され，この時期，

スルタンからトラブゾン皇帝の娘アンナが与えられたという［Chalkokon-

dyles : 415�417 ; Jorga 1909 : 104 ; Savvides 2002 : 384 ; Emecen 2013 : 73］。

さらに同年秋，大宰相マフムート・パシャがモレアに遠征すると，再びモ

レアのサンジャク・ベイに任命されていたザガノスをアカイア地方に派遣

した［Chalkokondyles : 473］。

またバルケシルにジャーミーをはじめとする建築群を残し，その一部

（イマーレット）に関しては866年ジュマーダーⅠ月上旬（1462年 2 月）付

のワクフ文書（写し）が現存している［Berki 1960 : 25 ; Ayverdi 1973 : 60 ;

Çobanoğlu & Erzincan 2013 : 73�74］。1464年以降に没し，バルケシルに埋

葬された［Savvides 2002 : 384 ; Emecen 2013 : 73］31）。

6．ニシャンジュ・イブラヒム

この人物は，866年レジェブ月下旬（1462年 4 月下旬）付のワクフ文書

において，“munshı̄’ al-mabarrāt … iftikhār al-‘ulamā’ wa al-akābir … Tāj al-

･
Milla wa al-Haqq wa al-D ı̄n Ibrāh ı̄m Pasha b. ‘Abd Allāh” として言及され

るので，宮廷奴隷でウレマー職のニシャンジュを務めていたことが分かる
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･
［Inalcık 1954 : 112, n. 195 ; Gazavat : 79, n. 3 ; Ayverdi 1973 : 209］。

1443年春，ムラト 2世は皇子メフメトをマニサの太守として派遣した際，

カッサーブ・ザーデ・マフムートとニシャンジュ・イブラヒムをララにつ
･

けた［Gazavat : 1�2, f. 1b�2a ; Inalcık 1954 : 55］。

明確な史料記述はないが，イブラヒムは1444年，メフメトが即位した際

に側近としてエディルネに付き従い，ヴァルナの戦いでムラトとメフメト

のどちらが指揮官になるかという議論において，イブラヒムはザガノスと
･

ともにメフメトを支持したとされる［Inalcık 1954 : 74, 80］。しかしながら

大宰相ハリルとの抗争に敗れ，1446年，ムラト 2世が復位した際には，イ

ブラヒムはメフメトとともにマニサに送られた［Oxford Anonymous : 443 ;

Neşrî-Mz : 174］。

ドゥーカスによると1451年，メフメトが再位した際，宰相の一人として

イブラヒムの名が挙げられるが［Doukas : 188］，それ以降コンスタンティ

ノープル征服にいたるまで諸史料でいっさい言及されない。イナルジクが

推測するように，イブラヒムはニシャンジュとして御前会議の一員となっ
･

たのかもしれない［Inalcık 1954 : 112, n. 196］。

ヒュサメッディンによると，チャンダルル・ハリルが解任されたあと，

イブラヒムがニシャンジュから第 2宰相に昇進したが，1454年には失脚し

たという［Hüsameddin 1927 : 221�222］。しかしながらオルチのマニサ写

本には，1455年の時点でイブラヒムとマフムートが宰相であったことが記

されている［Oruç-M: 63b］。この時期，大宰相はザガノスであったと考

えられているから，記載順序に従うと，第 2宰相イブラヒム，第 3宰相マ

フムートということになる。以前検討したように，ムラト 2世時代におい

て少なくとも宰相の一人はウレマー階層の人間であったから［今澤 2013：

78］，メフメト 2世がチャンダルル・ハリルを解任したあと，ウレマーで

あるイブラヒムを宰相に加えたと考えられる。
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本項冒頭で記したように，イブラヒムは866年レジェブ月下旬（1462年

4 月下旬）付のワクフ文書を作成しているから，この時点では生存してい
･

たことが確認される［Inalcık 1954 : 135, n. 315］。

7．アフメト・パシャ

この人物は，高名なトルコ語詩人として，オスマン朝文学史においても
･

重要な地位を占めている。父ヴェリユッディン Veliyüddin b. Ilyas Hüseyinî

はムラト 2世時代にメドレセ教授，エディルネのカーディー，カザスケル

等を歴任した［今澤 1995：5］。この家系は，アリーの次子フサインの子

孫（サイイド）とされる［Taşköprüzade : 200 ; Köprülü 1941 : 188］。ムラ

ト 2世時代初期の830（1426/27）年頃，エディルネで誕生したアフメト

は，当時のウレマーに学んだあと，ブルサのムラディエ・メドレセの教授

となった［Taşköprüzade : 200 ; Mecdî : 217］。

1451年，メフメト 2世即位後，モッラー・ヒュスレウに代わってエディ

ルネのカーディーとなり，まもなくカザスケルに昇進した。その後アフメ

トはメフメト 2世のホジャとなった［Taşköprüzade : 200 ; Mecdî : 217 ;
･

Köprülü 1941 : 188 ; Inalcık 1960c : 292 ; Repp 1986 : 164］。857年サフェル

月（1453年 2 ～ 3 月）付の文書に，チャンダルル・スレイマン（ハリルの

息子）がカザスケルとして署名しているので［Uzunçarşılı 1974 : 94］，ア

フメトがホジャとなったのは，それ以前のことと考えられる。

アフメトはホジャとしてコンスタンティノープル包囲に参加した。包囲

が長引いていることに思い悩んだメフメトは，精神的支柱のアクシェム

セッディンに，いつ征服が実現するのかを問い合わせるため，アフメト・

パシャを派遣している［Hasht 2198 : 106b�107a（margin）; Hasht 2197 :

371b ; Kemal : 61�62 ; Taşköprüzade : 228; Mecdî : 242�243］。またコンスタ

ンティノープルが征服された時には，メフメトのそば近くに控えていたこ
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とも伝えられている［Taşköprüzade : 228�229 ; Mecdî : 243］。オルチのマ

ニサ写本によると，858（1454）年の時点でアフメト・パシャはなおホジャ

であった［Oruç-M: 63b］。

その後まもなくアフメト・パシャは宰相に任じられた［Âşık Çelebi :

287 ; Taşköprüzade : 200 ; Mecdî : 218］。おそらくウレマー階層のニシャン

ジュ・イブラヒムの後任であろう。ドゥーカスは1455年秋，ブルガリアの

イズラディにメフメトを訪問した。その際，宰相のマフムート・パシャと

アフメト・パシャに謁見している［Doukas : 251］32）。当時，大宰相はザガ

ノスであったので，マフムートが第 2宰相，そしてアフメト・パシャが第

3宰相であったと思われる。1456年のベオグラード遠征においても宰相と

して言及されるので［Kemal : 121］，おそらく第 3宰相として同行したの

であろう。オルチは，ベオグラード遠征で戦死したルメリ・ベイレルベイ

のダユ・カラジャの後任として，宰相マフムートにこの職を兼任させたこ

とを述べ，続けて，その他の宰相がザガノスとヴェリユッディンの息子ア

フメト・パシャであったことを記しているので［Oruç : 72 ; Oruç-P : 80b�

81a ; Oruç-M: 64b］，その後しばらく宰相にとどまったものと推察される。

しかしその後，突如解任されることになる［Âşık Çelebi : 287�288］。そ

の時期は不明であるが，ミハイロヴィチがオスマン朝に仕えるようになっ

た1450年代末には，すでに宰相はマフムートとイスハクの 2人のみであっ

たと記されているので［Mihailović : 157］，アフメト・パシャはそれまで

には失脚していたことになる。

その後，アフメト・パシャはブルサに移り住んでオルハン・メドレセと

ムラディエ・メドレセのワクフ管財人の職が与えられ，のちにはスルタ

ン・オニュ，ティレ，アンカラのサンジャク・ベイを歴任した。バヤズィ

ト 2世時代にはブルサのサンジャク・ベイに任じられ，1488年にはマム

ルーク朝との戦いに参加したという［Âşık Çelebi : 287�288 ; Taşköprüzade :
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･
200 ; Mecdî : 218 ; Köprülü 1941 : 188 ; Inalcık 1960c : 292 ; Kut 1989 :111］。

902（1496/97）年，アフメト・パシャはブルサで没し，ムラディエ・

メドレセ近くのテュルベに埋葬された［Âşık Çelebi : 290 ; Köprülü 1941 :
･

188 ; Inalcık 1960c :292 ; Ayverdi 1973 : 117�118 ; Kut 1989 : 111］。

おわりに

以上，メフメト 2世時代初期の宰相たちについて検討してきた。簡単に

整理しておきたい。

1451年，メフメトが 2度目の即位を果たした際，それまでの慣習に従っ

て先代の宰相たちを引き継いだ。つまり大宰相チャンダルル・ハリル，第

2宰相サルジャ，第 3宰相イスハクであったが，イスハクはまもなく，メ

フメトのアタ・ベイであったシェハーベッディンと交替し，のちにアナド

ル・ベイレルベイとなった。

1452年，ルメリ・ヒサル建設時には，この 3人の宰相に加えて，やはり

メフメトの側近であったザガノスが第 4宰相として現れる。その後ザガノ

スはおそらく，1453年のコンスタンティノープル包囲時までにサルジャと

交替して第 2宰相となり，ハリルが包囲中止を訴える中，一貫して包囲継

続を主張し，メフメトを強力に後押しした。

コンスタンティノープル征服後，ムラト 2世時代からの宰相であった

チャンダルル・ハリルは排除され，サルジャとシェハーベッディンもその

後まもなく引退し，代わってメフメト 2世子飼いの側近たち（皇子時代に

マニサで仕えていた宮廷奴隷）が大宰相や宰相に引き立てられていくこと

になる。その最初がザガノス・パシャであったと思われるが，彼の大宰相

時代の行動は，ベオグラード包囲戦を除いて諸史料でほとんど言及されな

い。わずか数年で解任されたことから見ても，奴隷の宰相としてそれほど

機能しなかったようである。また従来，メフメト 2世がチャンダルル・ハ

メフメト 2世時代初期の宰相たち

― ―295



リル解任後，ザガノスをはじめ宮廷奴隷の多くを大宰相の地位につけるこ

とで自己の権力強化を図ったとされるが，当初メフメトにはそうした意図

はなく，ハリルに代わってやはりウレマー階層のモッラー・ギュラーニー

を大宰相につけようとしていたことも窺われる。

この時期，大宰相以外の宰相として第 2宰相ニシャンジュ・イブラヒム，

第 3宰相マフムート・パシャがいたが，1455年頃ニシャンジュ・イブラヒ

ムが解任され，マフムートが第 2宰相となり，後任として第 3宰相にアフ

メト・パシャが任命されたと考えられる。

なお，ザガノスはデウシルメ出身としては初の大宰相とされるが，大宰

相から解任されたあと，ガリポリ，モレア，マケドニア等のサンジャク・

ベイを歴任した。「スルタンの奴隷」としてスルタンの意のままに処刑さ

れた，のちの大宰相たちとは性格を異にしていたように思われる。

註

1）Hasht 2198 : 77b. この写本はバヤズィト 2世時代に成立したが，セリム 1

世時代に修正が加えられた Hasht 2197 : 362bでは，ハリル，イスハク，サ

ルジャの順に記されている。

2）オルチの他の 2写本も，メフメト 2世即位当初の宰相として（記載順序に

異同はあるが）ハリル，サルジャ，イスハク，シェハーベッディンを挙げて

いる［Oruç : 123 ; Oruç-M: 51b�52a］。
3）なおイナルジクは，メフメト 2世即位当初の宰相として，大宰相ハリル，

第 2宰相にはシェハーベッディン，第 3宰相がサルジャ，そして第 4宰相に

はザガノスが任命されたとするが，その史料的根拠は示されていない
･ ･ ･

［Inalcık 1954 : 111�113 ; Inalcık 1957 : 509 ; Inalcık 2003 : 397］。
4）ルメリ・ヒサルは1452年 4 月15日～ 8 月31日に建設された［Runciman

1969 :66 ; Ayverdi 1973 : 630�631 ; Babinger 1978 : 76］。
5）Kir Lukaが「ノタラス公」を意味することについては，Phillipides & Hanak

2011 : 122 参照。Kir/Chir（κύρ）は Kyrios（κύριος）の短縮形［Philippides

2007 : 115, n. 16 ; 三浦・平野 2014：143，n. 63］。
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6）ハリルが「異教徒の仲間」であり，賄賂を好んだとするのはハリルの反対

派による策謀で，それがビザンツ史料にも反映されたとする見解もある
･

［Inalcık 1954 : 81�82 ; Uzunçars̨ılı 1974 : 82�83, 90］。
7）ハリルの処刑時期については諸説ある。cf. Phillipides & Hanak 2011 : 484,

n. 37.

8）ただし，オルチのマニサ写本によると，宰相のハリル，サルジャ，シェハー

ベッディンがカラマン遠征に参加したことになっている［Oruç-M:52a］。

9）オルチのオックスフォード写本でも，メフメトがルメリ・ヒサルの建設を

4人の宰相に割り当てたことが記されているが，宰相の名前には言及されず，

また同史料のパリ写本では宰相はハリル，サルジャ，シェハーベッディン

（マニサ写本ではザガノス）の 3 人となっている［Oruç : 65 ; Oruç-P : 53b ;

Oruç-M: 52b］。

10）カルココンディラスは，1453年春サルジャが大砲をエディルネからコンス

タンティノープルに運んだことを記しているが，その際，この人物がルメ

リ・ベイレルベイでルメリ軍を率いたことも併記されている［Chalkokon-

dyles : 173］。当時ルメリ・ベイレルベイであったのはダユ・カラジャなので，

おそらくカルココンディラスが「カラジャ」と「サルジャ」を取り違えたの

であろう。

11）クリトブロスは，スルタンが 2人のパシャであるハリルと「カラジャ」と

ともに，大城壁の中央部分を引き受けたことを記しているが，これも「サル

ジャ」の誤りであろう。実際，その後，総攻撃に移る際，メフメトが本営に

いたハリルと「サルジャ」に語りかけている［Kritovoulos : 65］。

12）同史料は，この直前エディルネで大火災が発生した849（1445）年の時点

で，宰相がハリル，カスム，サルジャ，ルメリ・ベイレルベイがシェハーベッ

ディンであったと記している。おそらくイェニチェリ反乱の前後で宰相（カ

スムからイスハクへ）やルメリ・ベイレルベイ（シェハーベッディンからカ

ラジャへ）が交替したのであろう。なおマニサ写本はエディルネの火災以降，

ムラト 2世の死に至るまで，数葉欠落している［cf. Oruç-M: 50b�51a］。
13）ケマルパシャザーデも，イスハクがアナドル・ベイレルベイに任命された

時期をカラマン遠征後としている［cf. Kemal : 21］。

14）当時，コンスタンティノープル城内で防衛軍に参加していたフィレンツェ
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商人のテダルディによると，〔アナドル・〕ベイレルベイ（Biglardi）は第 3

軍門の近くのペーゲー門に布陣した［Tedaldi-M: 7; Tedaldi-P : 181］。

15）ただし一部のオスマン朝諸年代記では，シヴリジェ・ヒサルはメフメト自

らが征服したことになっている［Oruç-P : 80a ; Oruç-M: 63b ; Oxford Anony-

mous : 450 ; Hasht 2198 : 123b ; Hasht 2197 : 385b］。

16）ベオグラード包囲戦については，Babinger 1978 : 138�144 ; Pálosfalvi 2018 :
174�187に詳しい。

17）イナルジクによると，ベオグラード包囲後の861（1456/57）年付のワクフ
･

文書で，証人として署名している “Melik-ül ümera il ‘izâm Cemaleddin Ishak
･

bey bin Abdullah” は別人のイスハクとされるが［Inalcık 1954 : 83�84, n. 67］，
“Melik-ül ümera” という称号はベイレルベイを示しているから，今取り上げ

ているイスハクと同一人物と考えて良いのではなかろうか。

18）バヤズィト 2世時代初頭に第 2宰相となったカスム・パシャの父親メフメ

ト・ジェゼリーMehmed Cezerîは，869（1464/65）年，ニシャンジュになっ

たとされるので［Orhonlu 1978 : 722］，カラマニー・メフメト・パシャがニ

シャンジュ職についたのはその時期以降となる。

19）イナルジクは，シェハーベッディンがこの時，第 2宰相になったとするが
･ ･ ･

［Inalcık 1954 : 111�113 ; Inalcık 1957 : 509 ; Inalcık 2003 : 397］，その史料的根

拠は不明である。

20）オルチのマニサ写本も，シェハーベッディンがこの遠征に参加したことを

記している［Oruç-M: 52a］。

21）オルチのパリ写本も，ルメリ・ヒサルの建設に参加した宰相として，ハリ

ル，サルジャ，ハードゥム・シェハーベッディン・パシャの名を挙げている

［Oruç-P : 53a�53b］。オルチのマニサ写本では，この時の宰相として，ハリ

ル，サルジャ，ザガノスを挙げている［Oruç-M: 52b］。

22）イスタンブル征服後，メフメト 2世はこの都市をオスマン朝の首都にふさ

わしいように復興させていった。その一環として各地から住民を強制的に移

住させ，家屋の私有を認めたが，その後（遅くとも1454年までに）賃貸料

･
（mukâta‘a）を課すようになった。アシュクパシャザーデによると，住民の

間でこれに対する反発が起こり，Kavala Şâhînというメフメト 2世の父祖の

代から宰相を務めていた従僕（kul）がその廃止を進言して，メフメトもこ
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れを受け入れた［Âşık-G : 133 ; Âşık-Ö : 228b�229b］。イナルジクはこの人物

を今取り上げているシェハーベッディンと同定し，1457年までには宰相から
･

解任されたと推測している［Inalcık 1969/70 : 241�243］。その場合，シェハー

ベッディンは1453年のコンスタンティノープル征服後もしばらく宰相位にと

どまったことになる。

23）シェハーベッディンは各地で多くの建設事業を行なったことで知られるが，

とくにフィリベにはジャーミー，メドレセ，ベデスタン，ハマム，キャラヴァ

ンサライ，テュルベなどから成る複合施設（キュッリエ）がつくられ，フィ

リベの発展に大きく寄与した［Ayverdi 1972 : 479�485 ; Kiel 1996 : 80］。
24）出自については諸説あり，最近では，名前の特有性からジプシー出身説も

出されている［Phillipides & Hanak 2011 : 118�119, n. 100］。
25）なお，一部のオスマン朝年代記は，この時ザガノスはアタ・ベイには任命

されず，バルケシルに引退させられたことを記す［Oxford Anonymous : 443 ;

Nes̨rî-Mz : 174］。これにもとづいて，ザガノスは1446年にバルケシルに追放

され1451年メフメトが再位した際エディルネに呼び出されたとする説

［Berki 1960 : 27］や，ザガノスはいったんバルケシルに引退したが，まもな

くマニサに召し出され皇子メフメトに仕えるようになったとする説［Eme-

cen 2013 : 72］などもある。

26）エメジェンも，1451年メフメトが即位した際，ザガノスが宰相に任命され，

その後のカラマン遠征にも同行したとするが［Emecen 2013 : 72］，それを

示す史料は見当たらない。

27）ただし，ハリルの後任としてザガノスが大宰相になったことを示すオスマ

ン朝史料は，管見の限り存在しない。唯一，ビザンツ史料のカルココンディ

ラス史のみが「ハリルの逮捕後，スルタンの一族であったザガノスが卓越し

た地位に昇り，スルタンのそばで権力を掌握した」と記し，ハリルの後任と

なったことを示唆している［Chalkokondyles : 209］。なお，時期は不明であ
･

るが，ザガノスは娘をメフメト 2世に与えて義父にもなった［Inalcık 1954 :

128, n. 273 ; Stavrides 2001 : 63 ; Emecen 2013 : 73］。

ヒュサメッディンはハリル解任後，大宰相には第 2宰相であった Bergosı

Halil Paşa b. Ahmedîなる人物が任命されたとしている［Hüsameddin 1927 :

221�222］。
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28）実際，858年レビーⅠ月下旬（1454年 3 月21日～ 3月30日）付の文書に，

ギュラーニーがカザスケルとして署名している［cf. Gökbilgin 1952 : 349］。

29）ただしオルチによると，ベオグラード遠征後もザガノスはなお宰相として

言及されている［cf. Oruç : 72, 124 ; Oruç-P : 80b�81a ; Oruç-M: 64b］。これ

が正しければ，ザガノスはなおしばらく宰相としてとどまった可能性がある。

30）Savvidesによると，1459年10月，ザガノスはイスマイル・パシャを継いで，

海軍提督（kapudan-i deryâ）となり，艦隊を率いてサモトラケ島とタソス島

のラテン人艦隊を攻撃したという［Savvides 2002 : 384］。

31）バルケシルに残るザガノス廟の碑文によると，865（1460/61）年に死去

したことになっているが，この碑文は20世紀初めになってザガノスの子孫に

よって設置されたものであり，信頼できないという［Eren 1994 : 41］。ただ

し，866年付のワクフ文書ではザガノスが故人となっている。（この文書が写

しであるためとも考えられるが）この文書を初めて取り上げた Berkiによる

と，この時点でザガノスは亡くなっており，その遺族によってワクフ文書が

作成されたとする［Berki 1960 : 28�29］。もしこれが事実であれば，墓碑の865

年はやはり正しいのかもしれない。その場合，マケドニアのサンジャク・ベ

イ以降のザガノスは別人ということになろう。

32）ドゥーカスの書の英訳では “Said Ahmad Pasha” と表記されているが，ギ

リシア語原文では “Σεητὴ ’Αχματ πασία（Seiti Akhmat Pasia）”となっているか

ら（Ducae, Historia Byzantina, ed. I. Bekker, Bonn, 1834, 330 ; cf. Stavrides

2001 : 114），“Said” の部分は “Seyyid” と改めるべきであろう。前述のように

アフメト・パシャはサイイドの家系であったので，この人物は今取り上げて

いるアフメトと同一人物と考えられる。
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